
平成３０年度
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１．ルート運営活動計画の進捗状況

ルート名称：大雪・富良野ルート 報告者：ルート運営代表者会議　代表　加藤祐一　 報告年月日：2019/3/31

活動名 主催 活動実施日 参加人数

沿道の清掃活動
ゴミゼロキャンペーン

大雪・富良野ルート

上富良野町：4月23日
（日）
旭川市西神楽：4月25日
（火）

主催者約20名
一般約240名

A - 1

人と未来とつなぐ100年の木プロ
ジェクト
～上川から十勝までの広域サイ
ンツリー植樹プロジェクト～

美しい北海道景観を育てる
会（大雪・富良野ルート、十
勝平野山麓ルート、トカプチ
雄大空間、南十勝夢街道、
ガーデン街道協議会）

総会：4月19日（帯広）
維持管理・点検：5月29
日、10月13日,210日
全体会議：10月29日（旭
川）

全体会議約30
名
植樹約20名

A - 2

大雪山・十勝岳連峰への眺望性を高めるために、阻害
要因の除去や道路施設の整備を行う

沿道の清掃活動
ゴミゼロキャンペーン

大雪・富良野ルート

上富良野町：4月23日
（日）
旭川市西神楽：4月25日
（火）

主催者約20名
一般約240名

A - 1

ビューポイントを整備して大雪山・十勝岳連峰の眺め
を楽しめるようにする

かみふらの見晴台情報ステー
ションでの情報案内

かみふらの十勝岳観光協会 5月～10月 －

大雪山・十勝岳連峰への眺望性を確保するための
ルールの整備を進める

人と未来とつなぐ100年の木プロ
ジェクト
～上川から十勝までの広域サイ
ンツリー植樹プロジェクト～

美しい北海道景観を育てる
会（大雪・富良野ルート、十
勝平野山麓ルート、トカプチ
雄大空間、南十勝夢街道、
ガーデン街道協議会）

総会：4月19日（帯広）
維持管理・点検：5月29
日、10月13日,210日
全体会議：10月29日（旭
川）

全体会議約30
名
植樹約20名

A - 2

田園景観保全のための仕組みを観光と関連を持たせ
ながら検討する

人と未来とつなぐ100年の木プロ
ジェクト
～上川から十勝までの広域サイ
ンツリー植樹プロジェクト～

美しい北海道景観を育てる
会（大雪・富良野ルート、十
勝平野山麓ルート、トカプチ
雄大空間、南十勝夢街道、
ガーデン街道協議会）

総会：4月19日（帯広）
維持管理・点検：5月29
日、10月13日,210日
全体会議：10月29日（旭
川）

全体会議約30
名
植樹約20名

A - 2

田園景観を保全するためのルールなどの検討を行う － － － －

田園景観を整えるためにさまざまな農業施設を景観に
も配慮されるようにする

－ － － －

地域の原風景としての景観を保全するための研究を
行う

－ － － －

花の植栽活動
NPO法人グラウンドワーク
西神楽、深山峠観光開発振
興会、上富良野町商工会

5月～6月
主催約10名
一般約290名

人と未来とつなぐ100年の木プロ
ジェクト
～上川から十勝までの広域サイ
ンツリー植樹プロジェクト～

美しい北海道景観を育てる
会（大雪・富良野ルート、十
勝平野山麓ルート、トカプチ
雄大空間、南十勝夢街道、
ガーデン街道協議会）

総会：4月19日（帯広）
維持管理・点検：10月10
日
全体会議：11月2日（旭
川）

全体会議約30
名
植樹約20名

A - 2

花人街道として田園部、市街地を含めた景観形成の
方針を検討する

－ － － －

沿道の景観阻害要因に対しての修景計画の策定を行
う

－ － － －

森林景観を保全するための活動計画の策定を行う － － － －

花の植栽活動は、継続的に展開さ
れているが、活動の担い手不足等
の課題がある。花の植栽等に参加
するボランティア等の体制強化を
目指す。

平成30年度

総括活動状況
資料番号

ゴミゼロキャンペーンや花の植栽
活動は、長期的に実施している。
また、100年の木プロジェクトにつ
いても、広域連携の取組みとして6
年が経過し、ルート特有の景観の
保全と活用の取組みが実施されて
いる。秀逸な道がスタートしてお
り、今後の行政と協働し、景観の
活動についてルート全体に広げて
いく。

100年の木プロジェクトの取組みに
ついては、継続的に実施してお
り、美しい風景の保全に繋がって
いる。一方で、さらなる田園景観の
保全に向けて、検討を進める。

景観づくり

波状丘陵地の田園景観を保全する

ルート（エリア）運営活動計画活動内容

大雪山・十勝岳連峰を美しく見せ、親しむ

ルート（エリア）運営活動計画方針

花人街道としての景観を整える

北海道らしい雄大な景観を美しく見せる

沿道の関係地域全体で花による沿道景観の演出を行
う



１．ルート運営活動計画の進捗状況

ルート名称：大雪・富良野ルート 報告者：ルート運営代表者会議　代表　加藤祐一　 報告年月日：2019/3/31

活動名 主催 活動実施日 参加人数

平成30年度

総括活動状況
資料番号

ルート（エリア）運営活動計画活動内容ルート（エリア）運営活動計画方針

情報拠点の運営
循環型社会立案サポートセ
ンター、かみふらの十勝岳
観光協会

5月～11月

－ － － －

地域の情報発信力を強化し、情報媒体の多彩化を図
る

地域情報ペーパーの作成・配布

大雪・富良野ルートサポート
センター、上川中南部道の
駅連携会議、旭川開発建設
部

通年
ルート内情報拠
点2箇所、上川
道の駅6箇所

沿道の清掃活動
ゴミゼロキャンペーン

大雪・富良野ルート

上富良野町：4月23日
（日）
旭川市西神楽：4月25日
（火）

主催者約20名
一般約240名

A - 1

情報拠点での地域情報発信
循環型社会立案サポートセ
ンター、かみふらの十勝岳
観光協会

5月～10月 －

大雪・富良野ルートパネル展の
実施

大雪・富良野ルート
ルート運営行政連絡会議

7月11～18日：JR旭川駅
7月19～26日：旭川空港
10月11～27日：旭川地方
合同庁舎

－

－ － － －

沿道の清掃活動
ゴミゼロキャンペーン

大雪・富良野ルート

上富良野町：4月23日
（日）
旭川市西神楽：4月25日
（火）

主催者約20名
一般約240名

A - 1

大雪・富良野ルートパネル展の
実施

－ － －

地域イベントでのシーニックバイ
ウェイPR活動の実施

大雪・富良野ルート 8月5日（日）
主催者約5名
一般約200名

A - 4

各種キャンペーンの立案によって参加意識を高める
沿道の清掃活動
ゴミゼロキャンペーン

大雪・富良野ルート

上富良野町：4月23日
（日）
旭川市西神楽：4月25日
（火）

主催者約20名
一般約240名

A - 1

安全な地域農産物の魅力を情報として発信する
シーニック情報拠点「見晴台公
園」にて野菜を直売

かみふらの十勝岳観光協会 5月～10月
主催者3名
一般約100名

農業体験観光を通して地域の魅力を紹介する
農業体験・牧場体験・自然体験
の実施

NPO法人ネイティブクラーク 5月～3月 －

地域の様々な分野の業界と資源を活用し総合力を高
める

沿道の清掃活動
ゴミゼロキャンペーン

大雪・富良野ルート

上富良野町：4月23日
（日）
旭川市西神楽：4月25日
（火）

主催者約20名
一般約240名

A - 1

多面的で魅力のあるルートの開発と紹介を行う － － － －

シーニックバイウェイの取組み等
を通して、地域情報の発信等を実
施し活力ある地域に向けた取り組
みを実施している。平成29年度か
らは上富良野のイベントにてシー
ニックのPR活動を実施した。シー
ニックの認知度向上・普及に向け
て、PRの充実を図る。

ゴミゼロキャンペーン等の広域活
動を通して、連携意識が向上して
いるとともに、シーニック活動のパ
ネル展等により、町民や観光客へ
の参加意識醸成を図っている。

ルート景観を多くは農業景観であ
るため、農業と観光、地域づくりの
接点をつくり、相乗的に活性化す
る方法について検討を行ってい
る。見晴台公園は直売施設を併設
し、週末には直売を行った。

ルート全体の情報共有化と連携の強化を図る

地域住民参加への活動を強化する

活力ある地域づくり

シーニックの活動に対する地域連携意識を醸成する

農業・観光・商業の連携と協働による地域づくり

コリドーとしての連携や参加意識の醸成

地域づくり



１．ルート運営活動計画の進捗状況

ルート名称：大雪・富良野ルート 報告者：ルート運営代表者会議　代表　加藤祐一　 報告年月日：2019/3/31

活動名 主催 活動実施日 参加人数

平成30年度

総括活動状況
資料番号

ルート（エリア）運営活動計画活動内容ルート（エリア）運営活動計画方針

大雪山・十勝岳連峰の原生林や貴重な野生生物遺産
の保全・保護と監視を進める

旭岳の管理・自然保護対策 NPO法人大雪山自然学校 5月～11月

自然の保全・保護に関する情報発信や啓蒙活動を行
うとともに学術調査研究に協力する

－ － － －

歴史的建造物等の地域の歴史文化遺産、北海道遺産
などの利活用を図る

－ － － －

子供向けの自然教室を実施 NPO法人大雪山自然学校 通年

－ － － －

シーニック活動団体、行政などへのユニバーサルデザ
インの提案を行う

－ － － －

地域におけるユニバーサルデザインの啓蒙活動を行う
ユニバーサルデザインを取り入
れた情報拠点の設営・運営

循環型社会立案サポートセ
ンター

4月～10月 －

－ － － －

大雪ぐるっとサイクリングウェブ
サイトの運営

大雪・富良野ルートサポート
センター

5月～11月 主催者約10名

もてなしのシーニックバイウェイを充実させる

来訪者と農業生産者をつなぐしくみを検討する － － － －

地域の農産物の新たな流通ルートを検討する － － － －

ルートのコミュニティビジネスを興すための検討を進め
る

情報拠点の運営
循環型社会立案サポートセ
ンター、かみふらの十勝岳
観光協会

４月～10月

シーニックバイウェイの情報網と発信機能を充実させ
る

情報拠点の運営
循環型社会立案サポートセ
ンター、かみふらの十勝岳
観光協会

４月～10月

道北シーニックバイウェイ連携
フォトコンテスト

大雪・富良野ルート、宗谷
シーニックバイウェイ、萌え
る天北オロロンルート、天塩
川シーニックバイウェイ

7月2日～9月14日
全応募作品：
133作品（うち学
生部門17名）

A - 3

－ － － －

情報拠点が拠点となり、農産物の
直売などを実施している。農業と
観光との連携を強化していく。

広域連携の取組みや情報拠点の
継続的な解説などを通して、さらに
活動団体間の情報共有を強化す
る。

大雪山自然学校では自然教育に
関する取り組み・実績を豊富に有
していることから、そのノウハウを
シーニック関係する団体・地域と共
有し、ルート全体に広げて行きた
い。

情報拠点で実施しているユニバー
サルデザインのノウハウをルート
全体に広げて行きたい。

大雪山を周遊するサイクルツーリ
ズムを推進し、田園風景や食など
ルートらしいツーリズムについて推
進する。

観光振興

田園型リラクゼーション観光の充実

地域の自然・文化・歴史を活用した教育プログラムを
推進する

地域の自然・文化・歴史を共通の資産として保全活動
を推進

地域づくり

シーニック情報中枢機能を充実させる

田園型リラクゼーション観光を充実させる

シーニック・ランドオペレーション機能の充実

ユニバーサルデザインの推進

農業と連携した観光のしくみづくり



大雪・富良野ルート
Daisetsu/Furano Scenic Byway

活動名：沿道の清掃活動ゴミゼロキャンペーンの実施

A - 1

【概 要】旭川市西神楽と上富良野町にて、国道沿道の清掃活動「ゴミゼロキャンペーン」を実
施した。旭川市西神楽は地域の市民委員会や高齢者クラブと連携し、国道の他道道の
ゴミ拾いも実施した。また、上富良野町は、商工会や観光協会等の地域団体、地域の
企業、住民等、多数が参加し、国道・道道・町道のゴミ拾いを広範囲で実施した。

【日 時】上富良野：4月23日 10:00～12:00 上富良野：4/月25日 9:00～11:00

【場 所】上富良野町、旭川市西神楽

【主 催】大雪・富良野ルート運営代表者会議

【参加人数】280名（主催者20名、一般参加240名）

上富良野町 ゴミゼロ 西神楽 ゴミゼロ



大雪・富良野ルート
Daisetsu/Furano Scenic Byway 活動名：人と未来とつなぐ100年の木プロジェクト

～上川から十勝までの広域サインツリー植樹プロジェクト～

A - 2

【概 要】大雪・富良野ルートと十勝シーニックバイウェイ（全３ルート）、ガーデン街道協議
会が連携して取組んでいる「人と未来を繋ぐ100年の木プロジェクト」では、継続
的に植樹した木の維持管理を実施した。平成29年10月10日に、過去に植樹した全
15箇所、55本の現地確認等を行った。維持管理の状況や今後の活動を検討するため
に、100プロの全体会議を平成29年11月２日に開催した。

【日 時】総会：4月19日（帯広） 維持管理・点検：10月10日 全体会議：11月2日（旭川）

【場 所】大雪・富良野ルート

【主 催】北海道の美しい景観を育てる会

【参加人数】全体会議 約30名、植樹 約20名

現地確認 全体会議



大雪・富良野ルート
Daisetsu/Furano Scenic Byway

活動名：道北シーニックバイウェイ連携フォトコンテスト

A - 3

【概 要】平成25年から道北のシーニックバイウェイルートが連携し、ルート内の美しい風景
や地域資源を収集することを目的に、フォトコンテストを開催。平成30年度は天塩
川シーニックバイウェイが新たなルートとして参加するとともに、学生部門を設けた。

【募集期間】 7月2日～9月14日

【日 時】 10月5日・審査会 1月29日・次年度検討会

【場 所】大雪・富良野ルート、宗谷シーニックバイウェイ、萌える天北オロロンルート、天塩
川シーニックバイウェイ

【主 催】道北シーニックバイウェイ連携フォトコンテスト実行委員会

【参加人数】全応募作品：133作品（うち学生部門17名）

※※※ グランプリ ※※※
【朱鞠内湖の朝】
撮影者：池田 俊郎

撮影地：天塩川シーニックバイウェイ ※※※ 大雪・富良野ルート賞 ※※※
【朝焼けの丘】

撮影者：鈴木 智博
撮影地：大雪・富良野ルート

検討会の様子

審査会の様子



大雪・富良野ルート
Daisetsu/Furano Scenic Byway

活動名：地域イベントでのシーニックバイウェイPR活動の実施

A – ４

【概 要】シーニックバイウェイや大雪・富良野ルートの活動をPRするために、上富良野で開
催された「仮装盆踊り大会」にシーニックPRカーが参加し、シーニックのPRパネル
の展示やパンフレットの配布などを実施した。

【日 時】8月5日（日）

【場 所】上富良野町

【主 催】大雪・富良野ルート

【参加人数】主催者約5名、一般約200名



３．ルート運営活動計画の推進体制の状況及び課題

報告者：ルート運営代表者会議　代表　加藤祐一　

基本方針 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

ルート運営代表者会議
●
6/11

倶楽部会議（地区）

１００年の木プロジェクト会議
●総会
4/19

●現地調査
5/29

●現地調査
9/13,21

●全体会議
10/29

3ルート連携フォトコンテスト会議
●審査会
10/5

●
1/29

基本方針 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

ルート運営行政連絡会議
●

1/17

行政連絡会議を開催し、
ルート内の行政関係者と
のコミュニケーションを
図った。

ルート運営体制（活動団体）

報告年月：2019/3/31　

報告年月：2018/3/31

ルート名称：大雪・富良野ルート

報告者：ルート運営連絡会議　代表　西岡　義一ルート名称：大雪・富良野ルート

活動団体

代表者会議を1回、その
他プロジェクト会議とし
て、100年の木プロジェク
トの会議が2回、3ルート
連携フォトコンテストの会
議を2回開催した。

NPO法人グラウンドワーク西神楽／NPO法人ネイティブクラーク／深山峠観光開発振興会／上富良野町商工会商業部会／NPO法人グリーンステージ／(社)かみふらの十勝岳観光協会／(社)フラワーランドかみふらの／旭川観光コンベンショ
ン協会／旭川都市田園会議／後藤純男美術館／NPO法人大雪自然学校／上野ファーム／風のガーデン（富良野スキー場）／有限会社ケイプラン／ふらの倶楽部　全15団体

ルート運営代表者会議

ルート運営行政連絡会議

大雪景観倶楽部（旧景観分科会・ユニバーサルデザイン分科会）
NPO法人グラウンドワーク西神楽／NPO法人ネイティブクラーク／有限会社ケイプラン
／旭川観光コンベンション協会／旭川都市田園会議／NPO法人大雪自然学校／上野
ファーム

237花倶楽部（旧花分科会）
深山峠観光開発振興会／上富良野町商工会商業部会／(社)かみふらの十勝岳観光
協会／(社)フラワーランドかみふらの／後藤純男美術館

富良野倶楽部（旧体験観光分科会・情報分科会）
ふらの倶楽部／風のガーデン（富良野スキー場）

幹事会（ルート法人理事会）
加藤祐一／佐々木淳／北島浤／菊地
晴夫／藤本多佳子／湯浅篤／小田島
忠広／谷川良一

役員会
（ルート代表・副代表・ルート法人代表）

その他
プロジェクト

会議
連携



４．ルート運営行政連絡会議の取組状況及び課題

ルート（エリア）運営活動計画方針 平成30年度の活動内容 活動実施日 実施機関 成果及び課題 総括 活動No

大雪山・十勝岳連峰を美しく見せ、親しむ 秀逸な道の登録区間の景観改善 通年 旭川開発建設部
大雪・富良野ルートの秀逸な道として登録されている国道237号深山峠
区間について、景観を阻害している道路付属物について調査し、実施
可能な景観改善を行った。

ゴミゼロキャンペーンへのゴミ袋や火ば
さみ、ゴミ処理の支援、活動への参加

上富良野町：4月22
日（日）
旭川市西神楽：4月
25日（水）

旭川開発建設部・上
川総合振興局・旭川
市・上富良野町

旭川開発建設部は、ゴミゼロキャンペーンへの協力として、ゴミ袋の提
供や火ばさみの貸し出し、ゴミの処理を実施し、左記機関とともに清掃
活動も参加した。継続的に行われているゴミゼロ活動の参加人数は、
200人を越える規模となり、さらに広域への展開を検討し、地域と連携
し取り組みを推進する。

A-1

S＆G人と未来をつなぐ
100年の木プロジェクトへの参加（植樹箇
所調査・検討、道路占用）

総会：4月19日（帯
広）
維持管理・点検：5月
29日、10月13日,210
日
全体会議：10月29日
（旭川）

旭川開発建設部・上
川総合振興局・旭川
市・東神楽町・美瑛
町・上富良野町・中
富良野町・富良野
市・南富良野町・占
冠村

旭川開発建設部は、国道敷地への植樹については、道路占用を許可
している。また、地域が実施する維持管理点検に積極的に参加し、地
域との連携を強化している。

A-2

花人街道としての景観を整える 花の植栽活動への苗の提供などの支援 5月～6月
旭川開発建設部・東
川町・上富良野町

旭川開発建設部、東川町、上富良野町は沿道の花植栽への協力とし
て、花の苗などの提供、活動への参加を行った。花植栽により、良好な
沿道環境を保つことができ、来訪者からも好評であった。今後は、地域
との連携を強化し、継続した取り組みに向けての検討などを行う。

活力ある地域づくり 地域情報ペーパーの発行・配布 毎月
上川中南部道の駅
連携会議、旭川開発
建設部

旭川開発建設部は、大雪・富良野ルートのイベント情報などをPRし、誘
致を図るために上川中南部道の駅連携会議と連携して地域情報ペー
パーを発行・配布した。配布先は、道の駅及び情報拠点等でドライバー
に有効な情報発信の充実を図る。

コリドーとしての連携や参加意識の醸成
「道北シーニックバイウェイ連携フォトコ
ンテスト」の作品巡回パネル展による広
報活動

7月4日～10日JR旭
川駅
10月旭川地方合同
庁舎

旭川開発建設部・旭
川市・東神楽町

旭川開発建設部は、JR旭川駅（7月4日～7月10日）、旭川地方合同庁
舎（10月中旬）に、道北シーニックバイウェイ連携フォトコンテストの入
賞作品パネル展を実施し、たくさんの方にシーニックバイウェイの風景
についてＰＲするとともに、ドライブ情報紙「シーニックバイウェイ」等も
配布し、多くの方にSBWの取り組みをPRしている。

A-3

農業・観光・商業の連携と協働による地域づくり － － － －

地域の自然・文化・歴史を共通の資産として保全活動を推進 － － － －

ユニバーサルデザインの推進 － － － －

田園型リラクゼーション観光の充実 － － － －

農業と連携した観光のしくみづくり － － － －

ルートHPへのリンクを実施 通年

旭川開発建設部・上
川総合振興局旭川
建設管理部・旭川
市・富良野市・東神
楽町・上富良野町・
中富良野町・南富良
野町・占冠村

左記機関は、ルートのホームページへのリンクを、各々のホームペー
ジに掲載。ルートのホームページPRに協力した。

波状丘陵地の田園景観を保全する景観づくり

道路行政で実施できるこ
との他、関係機関との情
報共有・連携を強化し、
沿道を含めた道路景観
の保全をさらに推進す
る。
ネクスコ東日本やJAF等
の民間の強みを生かした
取組が展開できるよう
に、連携を強化する。
１００年の木プロジェクト
や花の植栽活動などの
既存活動については、今
後も継続的に実施できる
ように、側面的な支援を
実施する。

ルート名称：大雪・富良野ルート 報告者：ルート運営行政連絡会議　代表　佐藤 報告年月：2019/3/31　

地域づくり

シーニックバイウェイ北海
道を地域で活動する関係
者や観光旅行者に広く、
周知し、認知度を向上さ
せることで、シーニック参
加団体の増加、周遊観光
の活性化を目指し、地域
の活力向上を支援する。
各地域が抱える課題を解
決する手法としてのシー
ニックのあり方を検討す
るため、各地域の課題把
握に努める。

観光

富良野・美瑛などの地域
観光ブランドを活用し、
シーニックバイウェイを次
の地域観光として育てて
いけるように、情報発信
を強化する。また、他
ルートの連携により、広
域でのでの観光振興を支
援する。
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